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第３０号（2009 年９月） 

 朝や夕方には秋の気配もちらほら感じられますが、まだまだ暑い日が続きま

す。夏の疲れに負けず、9月もいろいろな催しにご参加下さい！ 

9 月の研修会のお知らせ～文化財課から～ 

 9月のボランティア研修会は「ホトケの見かた入門」

第3弾です。9月12日(土)10：00～12：00に文化財課

にて行ないます。前回までは、ホトケの世界の組織や、

仏教美術に用いられる素材についてお話をしました。今

回は少し目線を変えて、ホトケを描いた絵の分類につい

てお話ししようと思います。「絵なんてみんな同じでし

ょ？」と思われる方もおられるかもしれませんが、仏教

絵画は描かれる内容によって分類ができます。また、それぞれにこめられた願いもさまざまです。今

回も、「知っているとホトケを見るのがちょっと楽しくなる」ようなお話ができればと思います。 

なお前回のニュースでもお知らせしましたが、日程が9月19日(土)から9月12日(土)へ変更にな

っています。お間違えのないよう、よろしくお願いします。参加される方は事前に文化財課までご連

絡下さい。(文化財課 中原) 

  

参加してみませんか？ 

身近な絶滅危惧植物の観察会のご案内 

 文化財課では、10月17日(土）に太田川放水路河

川敷で塩生植物をテーマにしたフィールドワーク

「太田川～せせらぎの希少植物観察～」を行います。 

9月の研修は「ホトケの見かた入門」第3弾です。 

塩生植物群落 

写真提供：国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所 
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中国軍管区司令部防空作戦室前でガイド中のボランティアの皆様 

大本営跡前。5 日朝には RCCテレビの取材がありました。 

 塩生植物とは、河口の干潟上に生息し、潮の干満によって水の中に沈んだり姿を表したりしながら

うまく生活している植物です。実は、この塩生植物は絶滅が危惧されており、広島湾域で唯一まとま

ってみられるのが今回の会場になります。見慣れた景色の中にある希少植物や生き物の観察とともに、

これらを後世に伝えるための様々な取り組みについても紹介します。電話によるお申し込みが必要で

すが（先着順）、興味のある方は奮ってご参加ください！ 詳しくは、同封のチラシもご覧下さい。 

（文化財課 田原） 

 

8 月 5・6 日「現地で見る！広島城の被爆痕跡」の報告 

広島城と原爆のかかわりを大本営跡などの現地で見る

ことを目的としたこの事業は、広島城で最も過酷です。

今年は冷夏のため、涼しくなることを少し期待していた

のですが、数日前から例年の夏の暑さになり、いつもの

とおり過酷でした。今年は大本営跡と被爆樹木クロガネ

モチ周辺、中国軍管区司令部防空作戦室前、被爆樹木ユ

ーカリ・マルバヤナギ周辺の三か所でガイドを行い、ボ

ランティアの皆さんには半日ずつ受け持っていただきましたが、半日以上きていただいた方や予定外

の時間に来ていただいた方など、皆様にお世話になりました。 

昨年度と比べて参加者数は多くなかったのですが、その代わりにじっくり聞いてくださる方が多か

ったように思います。また、日頃ガイドについて勉強さ

れている皆様が日ごろの成果を存分に発揮されて、より

詳しく伝えることができたと思います。また、外国人や

子どもなどの幅広い対象にあわせた案内もしていただく

ことができました。 

今年は二日間でボランティアのべ 23 人の方にご協力

いただき、ガイドをしていただきました。本当にありが

とうございました。（広島城 玉置） 
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まゆ玉人形づくり（7月28－31日） 

博物館実習生も貴重な戦力 

（8月7－9日、折染めのうちわづくり） 

「江波団子」の試食会（8月5－6日） 

長持のなかから・・・。(「おばけ屋敷」) 

満員御礼～郷土資料館～ 

 8 月も終わりごろになって、やっと夏らしくなってきました。でも、資料館は不順な天候など関

係なく、連日大盛況です。まずは何といっても、「夏休みの思い出」のおばけ屋敷。ご家族連れはも

ちろん、帰省したお孫さんの手を引いていらっしゃる方の姿が目立ちます。何度も入りなおす子、ぜ

んぜん怖くなかったと強がる子、頑として入らない子、などなどいろいろな光景が見られて楽しいで

す。特に 8 月1 日の「ナイトミュージアム」の日は、入場制限をするほどの賑わいでした。昭和30

年代を連想するレトロなおばけ屋敷で、夏の風物詩の一つといえます。 

ここ数年で定着してきた「夏休みカンタン工作」も予定していた定員をはるかに上回る参加希望者

が詰め掛けました。もちろん従来の教室事業も募集早々定員に達するほどの人気です。この怒涛のよ

うな事業を乗り切ることができたのは、ボランティアさんのおかげです。このニュースが届くころに

はやっと資料館も落ち着くことでしょう。数々の教室などに参加してくださったボランティアさん、

ありがとうございました。（郷土資料館 大室）
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１ 研修会のご案内 ※事前に担当施設にご連絡ください。 

２ 事業のご案内 各事業での指導等に腕を振るってください！ ※事前に担当施設にご連絡ください。 

日 時 事業名 内 容 会場（担当施設） 

9/12(土) 

10:00～12:00 
「ホトケの見かた入門 Ⅲ」 

仏教絵画を見るための基礎知識を学びます。 

詳しくは 1 ページをご覧ください。 
文化財課 

日 時 事 業 内 容 会場（担当施設） 

9/12(土) 

13:00～15:00 

教室事業 
「糸つむぎ体験」 

綿の実から糸を紡いだり、機織を体験させ

たりする指導 
郷土資料館 

9/19(土) 

13:00～15:00 

教室事業 
「ごんの人形作り」 

フェルトを使ったきつねの人形作りの指導 郷土資料館 

10/2(金) 

9:30～12:10 

出張授業 
「はにわ作りと土器作り」 

粘土を使ったはにわと土器作りの指導 
安芸区 瀬野小学校 

（文化財課） 

10/3(土) 

13：00～15：00 

教室事業 
「石臼で月見団子作り」 

石臼を使ったきな粉作りや団子作りの指導 郷土資料館 

10/4(日) 

9:00～16:00 

秋のグリーンフェア 2009 
「古代ミニフィギュア作り」 

粘土を使った、親指サイズのハニワ作りの

指導。 

佐伯区 植物公園 

（文化財課） 

10/4(日) 

終日(詳細未定) 

あの感動をもう一度 
「第３回砂持加勢まつり」 
 
 
 
 
 
 
 
 

去年の様子 

今年の砂持加勢まつりに広島城も協力しま

す。その関係で山車の引き手などにご協力

いただける方を急募します。内容などの詳

細は広島城までお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

今年は酒呑童子を作ります。 

中区基町ポップラ通り 

(広島城) 

広島城    担当／本田・玉置      TEL 082－221－7512 FAX 082－221－7519 
メールアドレス  本田honda@rijo-castle.jp 玉置 tamaki@rijo-castle.jp 
ホームページ    http://www.rijo-castle.jp 

郷土資料館 担当／大室・山縣・前野TEL 082－253－6771 FAX 082－253－6772 
メールアドレス  kyodo@hiroins-net.ne.jp 

            ホームページ    http://www.hiroins-net.ne.jp/kyodo/  
文化財課  担当／中原・田原・荒川TEL 082－568－6511 FAX 082－568－6513 

メールアドレス  中原naka@mogurin.or.jp 田原 tahara@mogurin.or.jp       
                                     ホームページhttp://www.mogurin.or.jp 


